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1．大阪外国語大学言語文化学会は昭和43年9月創設以来次のような研究会を開いた（詳細な発
　表内容は会報を参照されたい）。
第1回：42年9月7日
共通テーマ：本学における学問研究はいかにあるべきか。
1．　「語学について」
2．　「文学について」
3．　「文化について」
4．　「地域研究について」
第2回：43年12月2N
　共通テーマ：地域研究，地域学のあり方。
　1．　「地域学の非独立性と文化研究の古典性」
　2．　「ボヘミア研究をめぐって一地域研究の一例として」
　3．　「現代インド研究のいくつかのアプローチ」
第3回：43年1．月27賦
　共通テーマ：語学の研究と教育。
　1．　「菓南アジアの書語の特徴，問題点」
　2．　「北欧語の特微について」
　3．　「イラン研究の諸問題」
第4回：43年2月3B
　共通テーマ：文学の研究と教育。
　1．　「文学的文化研究の緊急性」
　2．　　「ビルマ文学考」
　3．　「モンゴルの現代文学について」
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第5圓：43年6　Ji　22　H
　共通テーマ：一般教育科目について一特に本学におけるそれを中心として。
　1．　「一般教育について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　島　崎　　　郁
　2．　「一般教青と本学」　　　　　　　　　　　　　　　　広実源太郎
　3．　「一般教薄について」　　　　　　　　　　　　　　世古ロ雄三
II．昭和43年10月19～20　B本学において第59回臼本言語学会が開かれ，林栄一，岩倉異実両氏
の公開講演の他10の研究発表がおこなわれた。またこの他，本学内では閥倉古志郎氏を中心と
する「国際問題研究会」，各学科内では学科教官を中心とする研究会がもたれている（詳細は
今團は割愛する）。
III．本学所属教宮の刊行著書，発表論文および口頭研究発表について
359
以下に掲載するのは各教官より寄せられた回答の集成である。回答を得られなかった方につい
てはなお詳らかでない。記載は原來尊重の意味で不揃いがあるが，見出し1は著書および論
文，Hは口頭研究発表である。題名中，特に臼にいれたものは著書である。
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〔インド・パキスタン語学〕
加賀谷　寛
　1．　1．　アイユーブ・カーン著，
　　　　「パキスタンの再建」　（共訳）
　　　2，現代イスラムの綜合研究（2）
　　　　3，　Changing　Mus至im　Views　of　Isla・－
　　　　　mlc　History　and　Moderniuation
　∬．　1，　パキスタンに．おける家数と敷治
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吉川博士退休記念申圏文学論集
　　　　　　　　　　　（筑摩書房）
父芸年鑑（1968年版）日本文芸家協会
　　　　　　　　　　　　（薪潮社）
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！ 大阪外大学報18弩
　魍際関係論研究第3号
大阪外大タイ語挙研究室
諮阪獄学報1房
　　〃　　〃　18号
　　〃　　〃　19号1
｝鰍大謝徽
　矯本言語学会
河撮書房「古代オリエント」（岸本通
夫編）のうち
大阪外大学報19号
オリエント10．　Nos．1－2
英文学研究　Vol．44，　No．王
神商大「人文論集」　Vol．4，　Nos1－2
大阪外大英米研究6
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「ラパチニの娘」をどう読むか一ア
メリカ的主題の発見
年　男
1．生成音韻論研究の方向
2．　AReformalization　of　PreO　E．
　　Sound　Shifts
3．　Notes　on　Sound　Pattem　oξOld
　　English－Marklng　Convention
　　and　Morpheme　Structure　Rules
1．科学約意味研究の方法
2．生成音韻論の問魑点
3．雷語現象の相対性と生成音韻論
4．変形文法の深層構造モデルに関する
　　一考察
田　川　弘　雄
1．　1．
　　　2．
舟　阪
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ll．
Some　Interpretations　of　Dion
Antho臓y’s　Early　Experience至n
Great　God　Browロ
「The　Subject　was　Roses」（注釈）
　　晃
L　英語の深層構造
2．構造的文体論への予備的考察
3．　「集合文体」について
1．構造的文体論
好　国　　　実
　1．　　1．　‘Yu　Rang’（山本周五郎「よじょう」
　　　　　　英訳）
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Tomorrow　for　Those　Women
43．　6
1
　42．　　12．　20
　43．　8．　1
　43．　6．　25
43．　9．
43．　7．　1
43。
43．　9．
42．　11．
43。　ユ．
43．　5．
43．　10．
1
　43．　9．
大阪英語学談話会
CALIBAN　No，5
CALIBAN　No．6
大阪外大学報　19号
1大阪タ腋糊究6
8pt
21
26
20
43．　3．　10
43．　1．
43．　6．
43．　9。
43．　4．　21
43．　5．
43．　　1．　25
43．　5．
362
「英語青年」（研究社）
大阪外大学報　18号
大阪外大英米研究　6
日本商業英語学会第27回大会
大阪英語学談話会
日本奮語学会第58園大会
日本言語学会第59回大会
1
　大阪外大英米研究6
南　雲　堂
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2．ユートピアの弁証法
3．　「原爆を許すな」
L　ルカーチ・アドルノ・カウフマン
布　施　俊　夫
　L　1，　「旅行者のためのドイツ語会話」
　　　　2，第一次世界大戦の開戦をめぐって
栗　原　　　優
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ドイツ語研究室雑誌「言語と文化j
歴史学研究
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　1．
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黒　木
　1。
ンス語学〕
敏　郎
1．　「新稿フランス語四週間」
2，　Jud至th　Gautierの臓本（一）
3．組踊と大梅芸能
1．葱アフリカのフランス語
2．　比匡絞文学と南イム語文学
義　典
1．フランスの経済計圃∬
2．　「旅行者のためのフランス語会話」
中　原　俊　夫
　1．　1．　カタvニア語の特色
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沖縄嵐土詑社　当聞一郎編「組踊選集」
巻頭
日本フランス語フランス文学会関西支部
総会（大阪市大）
醗本比較文学会関西支部大会（同志社女
大）
6tudes　frangaises　7
創　元　社
フランス研究
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Lettres　persanesの女性観
18世紀初頭の女性論
一Mme　de　Lambertの場Am
17世紀フランス帯民階級の女性
＿
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1．初中級フランス語教科書と基本語に，
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2．「基準入門フランス語文法」（共編）
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〔イスパニア語学〕
山　崎　俊　夫
　1．　　1．　La　Ley　Japonesa　Ant三monopolistica
　　　　2．Turismo：Enllamar　la　Nueva
　　　　　　Clientela　de　Industria　turistlca
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　　キェルケゴールの思い出
1．キェルケコ㌧ルに関するH．P．m～
　　ゼの近業にっいて
r
i
　
w
t
M
s
　
”
　
－
∬
大 顕
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日本評論社
繊本評論社
日本評論社
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〃
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1．東南アジアの言語の特徴，問題点
2．古典の中の花一インドネシァの花
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43．　6．
365
大阪外大言語文化学会　会報3
小原流挿花　第18巻　第6号
　　　　3．カウイ語におけるサンスクリット要
　　　　　　素
　菰．　1．東南アジアの言語の縛徴について
　　　　2．満刺加館訳語について
〔歴　　　史　　　学〕
外　山　軍　治
　1．　i．爾宋入李宗関の上書について
　　　　2。三E義之と顔真郷
c人文地理学〕
震　塚　　　進
　1．　1．薪嘉破のめぐりあい
　9．　1．ハーグにおける文久初度遣欧使節國
　　　　　　の行動にっいて
〔国　語　学　・国　文　学〕
長谷川儒好
　1．　1，　三十六歌仙の成立
〔法　　　律　　　学〕
安　部　浜　男
　1．　L　行政訴訟は行政行為の合法性を保証
　　　　　　するか
　　　　2．　Feeling　of　Being　Bound　and　Role
　　　　　　of　State　Organs
〔経　　　済　　　学〕
梅　津　和　郎　　　　’
　1．　1．　F日本の貿易簡社」
　　　　2．グルノーブル大学のアフリカ研究
　　　　3．　アフリカの貿易
　　　　4．フランスの経済政策論争
　ll．　1，　石1油の流通構造
山　ホ　順　一一一
　1．　1．　中小企業経営の特色（資本構成と収
　　　　　　益）
　　　　2．申小企業の近代化の変容と当面の課
　　　　　　題
　　　　3．大阪の中小工業の近代化（中整企業）
〔生　　　物　　　学〕
榿古口　雄　三
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大阪外大学報　第19号
大阪外大藷語文化学会
ff本言語学会　第59回大会
田村博士頒寿東洋史論叢
大唐の繁栄（世界文化シリーズ7＞
アジア文化
爾学資料研究会京都支部例会
9本絵巻物金集（角川書店）
渡辺宗太良瓢博士古稀言己念論文集
（有信堂）
Festskrift　toE　Pro｛essoT　AIf　Ross
日本評論社
露本アフリカ学会会報　15号
地理　第13巻　2号
世界経済評論　第12巻　5号
日本商業学会関西部会
有斐閣「中小企業論」
申小企業ジャーナル
大阪市経済局「大阪経ex　」44号
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1．ABSORPTION　SPECTRUM　OF
　　RHODOPS王N　D£NATURED
　　WI田ACID（共著）
1．桿体外簾のATPase（鈴木竜央，
　　世欝口雄三）
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育　　　学〕
六　濁
1．　「体育実妓教程」
2．　絡人舗バレーボール審判技術」
3，本学学生の循環機能と疲労徴候より
　　見た健康管理に．ついて
　　バレ～ボールの閥始年令と運動負荷
　　について
2．　中学女子における鍛錬蓄と非鍬錬者
　　の運動能力について
3．女子バレーボール選手のジヤンプカ
　　と鼓徳との組関
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1．牌朧、捌徴候、槻㈱，剖43．
　　理
　　箆一一報，運動選手の基礎条件聴並び
　　に安静時における体熱産生
2．第一報，女子運動選手の基礎代謝燈
　　について
1，
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1こついて
運動調練と基礎代謝量について
第二報，運動選手の基礎条件時並び
に安静時における体熱産生の拳節変
動
第二報，女子運動選手の基礎代謝量
の黍節変動
l
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翻選手の礫代畿の生瑚変判
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　　ついて
NATURE，　Vol．2王8，　No．5145，Pg55
日本動物学会（全圏大会）
法律文化社
日本丈化毘版
大阪外：大磐乏報　　18号
El本体育学会
日本体育学会
H本体育学会
大外大学報18号
獲ホ体育学会
日本体育学会
日本体育学会京都支部会
日本体育学会大阪支部会
日本体育学会
日本体育学会
日本体育学会
⊂留　学　生　刷　科〕
吉田弥寿夫
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象徴詩集としてのギ邪宗門」
方法の翻覚
白秋短歌の衷現
読者へのコミュニケーションと霧語
のダブルイメージ
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BIBLIA　No37
律’68一短歌と歌論
現代短歌
短　　　歌
　　　　5．前田夕暮の生涯と芸術
　　　　6．夕暮短歌魅向B葵は淺の鑑賞
　　　　7．　「中級日本語」（1）および（E）
佐　治　圭　三
　1．　1．「中級曝本語」（1）および（ff）
43．　10．　1
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43．’ 10．
「国文学」十月臨時増刊，近代詩歌の鑑
賞手帖
麟　文　学
留学生別科共著，Readingの部担当
留学生罵科共著
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